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I1』 逹
す
る
こ
と
は
あ
る
ま
い
と
恩
は
れ
る
。

る アかシて

我
凌
と
し
て
は
文
献
も
乏
し
く
、
フ
ラ
ン
ス
祉
會
の
風
俗
、
智
慨
に
も
暗
い
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
モ
リ
エ
ー
ル
研
究
家
達
の
論
争
の
中

自

に
踏
み
込
む
賛
格
も
無
く
、
ま
た
そ
の
意
志
も
持
た
な
い
が
、
問
題
が
現
在
に
於
て
如
何
な
る
段
階
に
達
し
て
ゐ
る
か
を
、
一
應
検
討
し

て
お
く
こ
と
は
必
要
で
あ
る
と
老
へ
る
。
．
ミ
、
ン
；
－
（
自
伝
国
く
の
目
。
冒
晨
）
の
軍
リ
エ
、
ｌ
ル
の
發
足
』
時
陰
口
琴
ミ
匂
、
ミ
ミ
ミ
の

に
、
こ
の
問
題
に
關
す
る
眞
而
目
な
論
述
が
あ
る
。
い
は
ば
從
來
の
論
争
の
総
決
算
を
な
し
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
に
ょ
つ

〆

一
と
通
り
從
來
の
研
究
と
發
見
と
を
跡
づ
け
、
ミ
シ
ｆ
の
総
論
忠
署
を
判
断
し
て
み
よ
う
と
Ⅷ
皇
。
但
し
文
獄
再
録
の
難
で
は
ア

ェ
ッ
ト
（
閏
月
胃
胃
）
發
行
の
モ
リ
子
ｌ
ル
至
難
に
牧
め
ら
れ
て
ゐ
る
メ
ー
ナ
ー
ル
（
胃
二
言
⑦
ぃ
圖
己
）
の
評
傳
が
蚊
も
完
術
し
て
ゐ
る

ら
ぃ
と
れ
を
援
用
す
る
。

。
Ｘ

節
一
に
言
ふ
べ
き
は
、
モ
リ
エ
ー
ル
の
同
時
代
の
人
凌
は
、
ア
ル
ー
、
ン
ド
が
マ
ド
レ
ー
ヌ
。
ベ
ジ
ャ
ー
ル
ｃ
冒
号
厘
口
①
願
宕
ら
の
娘

一
六
六
二
年
、
二
月
二
十
日
、
モ
リ
エ
ー
ル
（
三
ｃ
罵
罠
の
）
は
ア
ル
マ
ン
ド
・
ベ
ジ
ャ
ー
ル
（
臂
冒
騨
昌
①
展
窟
ら
と
結
婚
し
た
。
こ
の

ル
マ
ン
ド
な
る
女
性
の
身
分
が
は
っ
き
り
し
な
い
爲
に
、
モ
リ
ー
ル
の
評
傳
家
逹
の
川
に
微
細
な
睾
鑿
が
数
多
く
行
は
れ
、
相
矛
盾
す

憶
説
が
綾
出
し
、
今
日
ま
で
決
論
を
得
る
に
至
っ
て
ゐ
な
い
。
こ
の
問
題
は
非
常
に
微
妙
で
あ
っ
て
、
恐
ら
く
は
未
來
永
劫
に
解
決
に

凶

モ
リ
エ
ー
ル
の
結
婚

』

モ
リ
エ
ー
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結
婚
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1

丈
學
研
究
策
二
十
七
稗
一
一
八
二
三
九
八
）

で
あ
る
こ
と
を
信
じ
て
疑
は
な
か
っ
た
ら
し
い
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
モ
リ
エ
ー
ル
を
陥
れ
よ
う
と
し
た
彼
の
敵
達
は
、
ア
ル
マ

ン
ド
が
マ
ド
レ
ー
ヌ
と
モ
リ
エ
ー
ル
と
の
怖
事
か
ら
生
れ
た
秘
密
の
子
で
あ
る
こ
と
を
或
は
明
言
し
、
或
は
ほ
の
め
か
し
て
ゐ
る
の
で
あ

る
。
そ
の
例
と
し
て
學
げ
ら
れ
る
材
料
を
列
躯
し
て
み
る
と
、

●

一
、
一
六
六
三
年
、
十
二
月
、
ラ
シ
、
‐
ヌ
ロ
３
口
召
。
旨
の
）
は
ル
・
ヴ
ァ
ス
ー
ル
法
師
。
：
辰
冒
冒
い
い
の
貝
）
に
手
紙
を
逢
っ
て
曰
く
、

ご
［
○
国
庁
匡
の
ロ
『
］
・
田
端
昌
庁
巨
巨
の
Ｈ
①
口
屋
砂
葡
ｎ
ｏ
巨
胃
①
字
［
○
陸
の
塊
①
倶
揖
直
旦
○
回
目
の
②
凹
巨
Ｈ
ｏ
粋
．
員
澤
』
秒
の
ｇ
］
い
①
角
騨
．
ご
○
胃
の
石
○
屋
め
い
旨
ば
声
荷
①
庁
竪
画
く
○
貝

、

●
、

■

、

騨
巨
斤
埼
①
局
○
』
い
○
○
昌
旦
冒
心
画
く
①
。
樗
騨
冒
冒
の
Ｈ
の
。
雪
［
四
酔
い
写
［
○
己
庁
【
胃
の
巨
時
望
旨
童
①
切
庁
で
四
晩
⑦
○
○
巨
弄
の
凶
胃
四
○
○
二
門
。

〃

（
モ
ン
フ
ル
ー
リ
ー
は
モ
リ
エ
ー
ル
を
非
誌
す
る
諸
願
書
を
作
り
、
王
に
提
出
し
ま
し
た
。
彼
は
モ
リ
エ
ー
ル
が
娘
を
要
り
、
し
か
も
昔
そ
の
母
親

〆

と
閥
係
し
て
ゐ
た
と
告
發
し
て
ゐ
ま
す
。
然
し
宮
廷
で
は
モ
ン
フ
ル
ー
リ
ー
の
言
ふ
と
と
に
耳
を
籍
す
者
は
あ
り
ま
せ
ん
。
）

註
モ
ン
フ
ル
ー
リ
ー
は
藝
名
で
、
本
名
は
曾
○
富
里
①
旨
。
号
と
呼
募
・
モ
リ
エ
ー
ル
が
そ
の
作
『
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
の
即
興
』
尾
［
営
茸
Ｓ
§
冒
号

罵
湧
昌
冨
の
中
で
プ
ル
ゴ
ー
｜
三
宮
劇
場
（
題
禽
里
号
胃
匡
晶
○
四
昂
）
の
名
優
連
を
椰
揃
し
、
就
中
モ
ン
フ
ル
ー
リ
ー
の
誇
大
な
朗
吟
調
を

瑚
弄
し
た
の
で
、
そ
れ
を
根
に
も
っ
て
、
こ
の
請
願
苫
を
提
出
し
た
の
で
あ
る
。

二
、
一
六
七
○
年
、
ル
・
プ
ー
ラ
ン
ジ
ェ
・
ド
・
シ
ャ
ル
ュ
ヅ
セ
ー
（
胃
国
○
巨
旨
目
需
吋
号
Ｑ
扇
冒
關
昌
）
は
『
エ
戸
ミ
ー
ル
・
イ
ポ
コ
ン
ド
ル
』

国
。
鷺
ミ
恥
、
息
、
８
ミ
『
、
な
る
喜
劇
を
發
表
し
た
が
、
そ
の
第
一
幕
、
第
二
景
に
於
て
次
の
や
う
な
臺
詞
陛
書
い
て
ゐ
る
。

、

（
同
ざ
冒
岸
⑦
）
、

シ
吋
旨
巳
巨
）
①
８
日
日
命
己
２
口
Ｃ
で
ｓ
Ｈ
〔
一
稗
崗
猯
○
境
蚫
⑦
且

ゆ

、
》
①
牌
騨
く
ぃ
冒
弄
席
す
の
再
局
①
駒
巨
呈
芦
》
崖
］
ユ
①
ご
Ｃ
】
庁
沈
○
］
品
．
①
寓
一
、

ｎ
ｏ
目
目
の
全
匡
①
茸
弓
匡
戸
営
》
Ｐ
問
い
芹
・
…
・
ゞ
．
、

’
可

』

ｌ
’

ノ

I



「
Ｊ

戸’
１

ソ
I

（
對
話
者
Ｉ
さ
う
い
ふ
噸
で
す
ね
：
．
…

今

（
エ
ロ
§
－
ル
ー
そ
息
は
萸
迩
様
と
同
じ
ほ
ど
本
徽
監
で
す
…
“
）

更
に
同
第
三
景
に
於
て
作
者
は
エ
ロ
ミ
ー
ル
に
次
の
如
き
臺
詞
を
言
は
せ
て
ゐ
る
。

．
．
…
・
○
昌
猯
○
獄
四
①
屋
口
①
符
目
日
①
己
○
巨
塊
ｍ
ｅ
》
、

ｌ

り

じ
○
○
日
目
①
〕
》
昌
捕
昌
穴
胃
凹
再
昌
①
回
国
⑦
》
⑦
ロ
ロ
の
二
行
〕
匡
吋
の
Ｈ
、
四
ｍ
巳
．

（
私
が
や
っ
た
や
う
に
自
分
の
妻
を
自
分
で
鋳
造
す
る
者
は
、
妾
の
貞
操
に
つ
い
て
確
信
を
も
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
）

１
註
『
エ
ロ
ミ
ー
ル
・
イ
ポ
コ
ン
ド
ル
』
は
こ
く
七
○
年
、
。
ハ
リ
で
刊
行
せ
ら
れ
た
。
勿
論
モ
リ
エ
ー
ル
攻
撃
の
目
的
で
書
か
れ
た
も
の
で
、
国
ｏ
‐

昌
胃
①
は
冨
○
扁
局
の
の
ア
ナ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
モ
リ
エ
ー
ル
は
こ
れ
に
鋤
し
訴
訟
を
提
出
し
、
こ
の
脚
本
は
没
收
せ
ら
れ
、
途
に
上
演
せ
ら
れ

ｂ

な
か
っ
た
。
・

三
、
ニ
ハ
八
八
年
、
『
有
名
な
る
女
優
』
層
、
負
ミ
ミ
匂
、
。
§
誌
島
偽
ミ
葱
。
負
画
き
、
鴬
烏
冒
Ｑ
ミ
ミ
苫
．
負
ミ
ミ
園
己
負
ミ
詩
竪
誌
罵
良
己
皆
鳥

モ
リ
エ
ー
ル
の
結
婿
〃
一
一
九
二
三
九
九
）

凶
同
異
も
旨
い
く
罵
眉
〔
君
の
意
〕
○
巨
汽
・
・
・
・
・
・

●

（
エ
．
、
‐
ル
ー
ァ
ル
ノ
ル
フ
は
蓄
篭
鶏
鳴
め
る
の
が
器
っ
た
の
芋
・
篭
協
に
そ
篭
芝
な
け
れ
ば
聡
ら
擬
っ
た
の
芋
、
誰

（
固
さ
耳
己
・
尻
①
）

（
Ｆ
己
閂
口
蔦
樫
○
口
届
庁
の
巨
境
）

か
が
や
つ
た
や
う
に

』

イ
『

○
口
］
の
Ｑ
岸
・
・

閃
庁
ｎ
の
口
時
の

例

■

、 ノ
句

I

l

■



｜
今
川
、

、1
｡ ［

、

！
、

（
旅
廻
り
の
女
優
で
あ
っ
た
故
人
ベ
ジ
ャ
ー
ル
は
。
…
・
・
そ
の
女
子
の
誕
生
し
た
幸
迩
な
時
代
に
於
て
、
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
州
の
多
数
の
若
者
逹
に
浦
足
を
與

へ
て
ゐ
た
。
か
坐
る
乱
雑
な
感
愛
生
活
に
於
て
そ
の
女
子
の
父
親
が
雛
で
あ
っ
た
か
を
言
ふ
こ
と
は
か
な
り
困
難
で
あ
ら
う
。
私
の
知
っ
て
ゐ
る
こ
と
は

Ｉ

Ｆ

唯
そ
の
母
親
が
、
そ
の
不
身
持
の
中
に
典
ｌ
モ
リ
エ
ー
ル
を
除
い
て
は
ｌ
丑
族
の
身
分
の
人
で
な
く
て
は
相
手
に
す
る
氣
に
な
れ
な
か
っ
た
、
從

、

っ
て
、
彼
女
の
奴
は
非
術
に
商
批
な
血
を
う
け
て
ゐ
る
と
確
言
し
て
ゐ
た
と
い
ふ
一
郭
で
あ
る
。
・
坪
…
・
そ
の
女
子
は
モ
リ
エ
ー
ル
の
媒
で
あ
る
と
信
ぜ
ら

れ
た
、
も
っ
と
も
そ
の
後
に
至
っ
て
モ
リ
エ
ー
ル
は
そ
の
夫
に
な
っ
た
の
で
は
あ
る
が
。
だ
が
然
し
郡
の
踵
机
は
よ
く
は
分
ら
な
い
。
）

四
、
ボ
ワ
ロ
ー
（
】
〕
・
鳥
騨
員
）
が
ブ
ロ
ッ
セ
ッ
ト
（
胃
ｃ
脇
の
耳
①
）
に
向
っ
て
次
の
や
う
に
言
っ
た
と
い
ふ
と
と
が
、
プ
ロ
セ
ッ
ト
の
手
記
の
、

中
に
記
さ
れ
て
ゐ
る
。

』
富
．
口
⑦
鉱
石
汽
笛
巨
〆
冒
・
四
段
庁
（
芦
屋
の
旨
巳
掛
胃
⑦
画
く
○
』
庁
鮮
毎
騨
昌
ｃ
匡
恩
二
×
〕
ロ
『
①
三
』
角
①
旨
①
呉
二
の
臣
・
ｎ
Ｃ
日
小
島
の
回
国
⑦
国
曇
騨
鼻
Ｑ
Ｃ
ｐ
行
唇

も

●
伊

脚
く
。
持
含
の
℃
ｃ
匡
い
い
檮
四
儲
牌
胃
岸
⑦
、
タ

丈
學
肝
究
鋪
二
十
七
秘
一
二
○
含
三
○
○
）

鳥
ミ
ミ
彫
、
㈹
な
る
中
傷
的
冊
子
が
フ
ラ
・
ン
ク
フ
ル
ト
に
於
て
出
版
せ
ら
れ
た
。
そ
の
中
に
次
の
や
う
な
一
節
が
あ
る
。
・
・

伊
田
Ｑ
い
［
匡
冒
蔚
国
い
一
色
『
Ｑ
》
の
Ｑ
冒
冒
心
〔
丘
①
巨
巨
の
Ｑ
の
揖
凹
の
ｐ
ヨ
で
四
ｍ
ロ
⑦
竜
．
．
・
・
・
・
陣
昌
い
い
津
↑
鼬
ご
○
ご
ロ
の
崗
○
再
巨
星
①
堅
の
卓
巨
四
口
佇
声
⑨
。
⑦
一
代
口
巨
①
い
い
の
口
切
Ｑ
①

［
鹿
門
歯
巨
且
○
。
』
目
白
⑩
庁
厨
ョ
現
（
帝
』
卓
扁
二
屈
巨
淵
冒
扇
ｍ
営
門
の
口
③
闇
陣
匡
①
．
唇
い
①
国
詳
酬
い
の
園
島
厭
甘
芦
①
〕
Ｑ
日
嗣
巨
口
の
餌
Ｐ
匿
昌
①
ロ
の
巴

■

申

●

●

。

、
○
口
『
届
い
の
》
Ｑ
①
Ｑ
岸
①
二
宮
牌
の
ｐ
ｇ
Ｐ
胃
岸
①
勺
の
陸
①
一
戸
Ｃ
匡
庁
。
①
口
屋
○
『
①
ｐ
い
い
扇
〕
・
の
》
①
黒
〔
一
目
の
、
凹
冒
】
の
獄
の
臼
い
い
頁
Ｈ
煙
騨
口
巨
①
Ｑ
四
口
の
、
○
口
Ｑ
心
Ｈ
○
ぬ
庁
弓
馬
ロ
庁

。

》
甲

一
Ｄ

Ｊ

（
段
○
口
の
口
①
×
、
①
で
蔚
雪
、
［
Ｃ
樗
活
屍
①
）
斥
巨
の
巨
当
騨
昇
、
』
胃
固
巨
い
◎
巨
［
昏
’
一
局
〔
』
巨
の
庁
い
い
①
ｐ
ｍ
Ｑ
の
全
匡
凹
屋
骨
少
二
宮
①
で
四
門
、
の
拝
の
Ｈ
煙
勗
○
国
〕
い
い
陣
屋
の
恥
守
騨
騨

Ｐ

申

グ

弓
戸
圏
、
四
．
晦
崗
①
再
巨
○
一
〕
庁
・
・
・
…
○
戸
程
》
騨
伶
民
屋
の
働
匡
の
Ｑ
の
冨
巳
賦
扇
）
白
匡
○
皇
屋
の
Ｑ
⑦
己
昌
、
惇
騨
岸
小
芯
の
○
眉
ヨ
“
Ｈ
異
。
①
石
①
匡
旦
閏
具
○
口
昼
》
の
ｐ

Ｆ

■

い
い
牌
計
も
四
・
ｍ
一
目
の
巨
骨
い
く
の
境
円
訊

｢

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
０
ｌ
１

I ′
号
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r－

1

●

Ⅱ

一

ヘ

グ

。
（
デ
プ
レ
ォ
ー
氏
が
私
に
巾
さ
れ
た
に
は
、
モ
リ
エ
ー
ル
は
妓
初
女
優
ベ
ジ
ャ
ー
ル
を
愛
し
た
。
こ
れ
は
彼
が
妻
に
し
た
女
の
母
で
あ
る
と
。
）

も

駐
ポ
ワ
ロ
ー
の
崇
拝
者
で
あ
り
、
そ
の
全
集
を
細
纂
し
た
プ
ロ
セ
ヅ
ト
が
、
ボ
ワ
ロ
ー
の
口
か
ら
出
た
言
葉
を
書
き
つ
け
た
も
の
が
所
訓
『
プ
ロ

●

ヒ
ッ
ト
の
手
記
』
で
あ
る
。
右
の
一
條
は
一
七
○
二
年
の
十
月
乃
至
十
一
月
の
手
記
で
あ
る
・

五
、
ル
イ
十
四
世
の
王
弟
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ド
ル
レ
ア
シ
の
川
人
頭
（
目
目
§
具
隠
巨
欝
巳
）
で
あ
っ
た
ギ
シ
牛
－
ル
６
日
、
冨
己
）
な
る
男

、

け

が
、
ニ
ハ
七
六
年
に
ル
ュ
ル
リ
（
Ｆ
言
晨
）
と
訴
訟
筵
生
じ
た
時
、
相
手
方
ル
ュ
ル
リ
、
及
び
ル
ュ
ル
リ
が
證
人
と
し
て
名
前
を
あ
げ
た
人
為

を
傷
け
る
篤
の
請
願
書
を
書
い
て
提
川
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
『
證
人
の
一
人
な
る
ア
ル
マ
ン
ド
（
モ
リ
エ
ー
ル
未
亡
人
）
に
つ
い
て
、

次
の
如
く
書
い
て
居
る
。
ノ

、

一
Ｐ

目
○
鼻
庁
冒
皀
己
①
、
騨
騨
〔
一
巨
の
旨
ご
目
協
曽
肩
⑦
二
の
旨
冨
巳
齢
扁
の
牌
ｃ
一
）
の
ｏ
巨
厨
鼻
旨
呂
瞬
ロ
⑦
、
呂
戸
①
、
煙
昌
の
届
の
騨
胃
肝
甘
の
２
．
京
旨
①
〕

〔
壱
①
い
○
ロ
で
⑫
Ｈ
の
ロ
》
①
黒
（
看
①
貫
○
で
ｎ
の
犀
色
挿
口
》
（
看
》
⑦
匡
巾
の
牌
偉
巨
の
ユ
①
の
○
戸
目
芦
巴
隆
》
閉
⑦
ご
】
。
昂
包
①
、
。
巨
石
⑦
尻
の
》
白
巨
い
め
。
ｐ
冒
胃
凹
旨
四
晩
①
煙
騨
毎

″

ｑ

グ

甘
口
①
切
目
①
匡
尻
…
・
・
ム
ロ
↓
の
ロ
【
冒
昌
ｇ
ｏ
の
陣
の
○
再
巨
〕
①
匡
巨
①
Ｑ
①
ｍ
○
口
目
榊
風
》
、
①
罫
①
・
く
①
宮
ぐ
①
Ｑ
の
ｍ
Ｃ
ｐ
で
畔
の
鼻
、
の
茸
①
符
日
日
①
。
①
ざ
巨
ｍ
行
い
四
口
耳
①
、

心

〃
・
罠
〕
○
国
目
。
〕
の
叩
ロ
］
脾
〕
斜
］
ご
騨
肖
い
く
Ｑ
昌
房
二
Ｈ
か
、
』
い
《
①
再
口
巨
令
酔
巨
昌
い
の
巨
戸
』
目
○
】
旨
］
．
己
の
》
ロ
巨
梓
か
庁
脚
肖
苛
め
○
口
で
睡
門
の
①
庁
、
○
口
目
目
四
弐
脚
。●

（
こ
れ
は
世
間
の
誰
も
が
知
っ
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
モ
リ
エ
ー
ル
夫
人
の
出
生
は
峻
味
で
且
つ
汚
ら
は
し
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
母
に
つ
い
て

夕

０

は
逃
だ
不
確
か
で
あ
り
、
父
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
に
確
か
で
あ
る
。
彼
女
は
そ
の
夫
の
娘
で
あ
り
、
父
親
の
妻
で
あ
り
、
そ
の
結
蟠
は
父
子
州
姦
で
あ

る
：
・
・
・
．
、
一
言
に
し
て
い
へ
ぱ
こ
の
夫
の
孤
兒
、
父
の
寡
姉
、
他
の
す
べ
て
の
男
性
の
妾
で
あ
る
女
は
、
唯
一
人
の
男
性
を
の
み
拒
ん
だ
の
で
あ
る
、

そ
れ
は
彼
女
の
父
で
あ
り
且
つ
夫
で
あ
っ
た
。
）

一

合

註
こ
の
ギ
シ
ャ
ー
ル
と
い
ふ
男
は
、
ア
ル
マ
ン
ド
の
義
兄
に
あ
た
る
鈩
号
ｑ
Ｑ
＄
ｇ
Ｈ
風
畔
崩
の
妹
を
傭
人
と
し
て
ゐ
た
し
、
モ
リ
エ
ー
ル
一
座

の
俳
優
池
と
も
交
際
が
あ
っ
た
位
で
あ
る
か
ら
、
モ
リ
エ
ー
ル
の
家
庭
の
那
術
に
は
杣
禰
通
じ
て
ゐ
た
も
の
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
・

モ
リ
エ
ー
ル
の
結
婚
言
二
二
三
一
○
二

●

月

ﾉ

a

画1

1
pヴ
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○
二
）

、

Ｊ

六
、
か
く
の
如
く
ア
ル
マ
ン
ド
が
マ
ド
レ
ー
ヌ
の
娘
で
あ
る
と
の
説
が
大
い
に
流
布
し
て
ゐ
た
の
で
、
『
モ
リ
エ
ー
ル
博
』
偶
負
罵
鯰
凰
、

ｌ

蔓
．
鳥
ミ
。
愚
篭
の
作
者
グ
リ
マ
レ
ー
（
の
］
冒
肖
の
ぃ
行
）
も
こ
の
説
と
そ
の
ま
上
採
用
し
、
唯
父
子
相
姦
の
汚
名
註
モ
リ
エ
ー
ル
の
爲
に
雪

ｊ

い
で
ゐ
る
。

心
■

冒
○
胃
瀞
恩
》
①
目
的
○
吋
冒
色
具
の
騨
貫
Ｏ
巨
石
①
（
Ｑ
の
戸
〉
［
巨
巨
、
胃
の
弓
言
の
酔
寓
①
）
、
ぼ
四
厘
口
の
恥
Ｃ
鼻
の
い
〕
員
屋
か
い
く
①
。
旨
国
師
〕
騨
目
Ｐ
Ｅ
．
脚
く
Ｐ
ｐ
行
Ｐ
屋
『
の
唇
の
桿
ゆ

り

ｄ
ｒ

８
口
巨
昇
》
い
く
昌
骨
の
戸
宮
口
の
勺
の
陣
行
の
観
匡
の
ロ
①
旨
・
口
の
宮
Ｏ
Ｑ
ｏ
ｐ
の
〕
ぬ
①
ロ
ロ
房
。
日
日
の
ロ
ョ
シ
ぐ
員
ロ
○
戸
》
Ｐ
く
め
。
ｐ
日
〕
電
巴
呂
》
で
胃
号
印
融
日
○
碕
口
韓
晦
＄

も

ｅ

茸
伽
い
ぃ
、
切
巨
Ｈ
①
、
〕
ｐ
巨
の
骨
四
国
絨
吋
の
い
く
昌
庁
ｏ
Ｏ
ｐ
耳
国
口
融
ご
ロ
ヨ
騨
口
四
噸
①
ｍ
ｍ
ｏ
Ｈ
①
汁
．
、
の
芹
①
ご
鼻
岸
の
陣
巨
①
草
画
、
ｎ
ｏ
宮
命
巨
ヨ
①
①
い
く
の
、
夛
角
○
属
畔
ｐ
＠
尾
①
唇
の

、

■

、

ｑ
－

ｐ

″

ぐ
○
く
い
再
ｎ
Ｃ
ｐ
画
戸
巨
①
匡
①
日
①
具
〕
岸
、
四
℃
で
の
厨
ｍ
ｅ
ロ
ヨ
四
口
。
の
ｍ
ｐ
員
〕
の
匡
の
ｍ
巨
斤
面
凹
邑
の
Ｈ
・

町

（
モ
リ
エ
ー
ル
は
そ
の
一
座
（
量
顔
劇
場
の
）
を
作
る
吟
、
女
優
ペ
ジ
ャ
ー
ル
と
深
い
友
情
を
結
ん
だ
。
こ
の
ペ
ジ
ャ
ー
ル
は
未
だ
モ
リ
エ
ー
ル
と
相

識
る
前
に
、
ア
ヴ
イ
ニ
ョ
ン
の
量
族
、
Ｆ
・
モ
ー
ア
ー
ヌ
氏
と
の
間
に
一
人
の
女
の
子
を
生
ん
で
ゐ
た
。
母
親
は
こ
の
量
族
と
秘
密
の
結
婚
を
し
て
ゐ
た
と

い
ふ
こ
と
を
、
私
は
確
か
な
謹
一
日
に
よ
っ
て
知
っ
た
。
こ
の
女
の
子
は
始
絡
モ
リ
エ
ー
ル
を
見
て
ゐ
た
の
で
彼
に
馴
染
ん
で
、
も
の
が
言
へ
る
や
う
に
‐
．

な
る
と
か
ら
彼
を
自
分
の
旦
那
様
と
呼
ん
で
ゐ
た
。
）

Ｊ

大
艘
以
上
が
モ
リ
エ
ー
ル
と
同
時
代
、
即
ち
十
七
世
紀
に
於
て
ア
ル
マ
ン
ド
の
身
分
に
開
す
る
文
献
と
し
て
知
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
で
あ

／

る
。
こ
れ
等
を
通
蝿
す
る
と
、
モ
リ
エ
ー
ル
の
同
時
代
入
が
ア
ル
マ
ン
ド
を
マ
ド
レ
ー
ヌ
の
娘
と
考
へ
て
ゐ
た
、
少
く
と
も
そ
れ
が
常
識

。

的
の
考
へ
方
で
あ
っ
た
と
川
心
は
れ
る
ｏ
十
八
世
紀
に
於
て
も
と
の
通
念
は
繼
承
せ
ら
れ
、
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
、
ベ
ー
ル
等
も
こ
の
説
逓
信
用

ｔ

し
て
ゐ
た
の
で
あ
っ
た
ｏ
、
。

と
こ
ろ
が
十
九
世
紀
に
入
っ
て
、
一
八
一
二
年
に
、
ベ
ッ
フ
プ
ラ
（
園
禺
曹
屈
）
が
『
ジ
ャ
ン
Ⅱ
バ
チ
ス
ト
・
ポ
ク
ラ
ン
・
ド
・
モ
リ
エ
ー
ル
に
一
一

關
す
る
論
究
』
ｂ
昔
ミ
ミ
ミ
蕊
匂
ミ
ー
・
‐
国
．
、
。
冒
農
慧
鳥
ミ
。
愚
ミ
な
る
著
述
を
出
し
た
が
、
そ
の
中
に
モ
リ
ェ
－
ル
と
ア
ル
マ
ン
ド
と

Ｑ

、
■

、

Ｋ
Ｉ
－
Ｒ
ｌ
Ｉ
１
１
１
‐
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｂ
ｌ
Ｆ
ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
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、

一

の
結
婚
の
證
書
が
掲
載
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
．
．

（
詞
の
腎
胃
烏
旨
忌
冒
』
い
い
の
曾
胃
‐
？
ｇ
員
艮
》
少
員
の
同
日
い
よ
り
韓
載
。
）
こ
れ
に
よ

●

る
と
、
新
婦
ア
ル
マ
ン
ド
の
身
分
は
次
の
や
う
に
記
載
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
（
メ
ー
ナ
ー
ル
の
『
評
傳
』
第
四
七
一
頁
に
韓
載
せ
る
も
の
よ

り

脈
リ
℃
）
』
９
、
《

、

Ｐ
目
］
臼
巨
Ｑ
①
‐
の
乱
、
旨
己
⑦
国
日
脚
己
》
陣
屋
の
Ｑ
①
儲
昌
］
○
い
①
豆
］
国
酔
い
巳
曾
ユ
の
ご
伊
己
の
因
閏
月、

（
ア
ル
マ
ン
ド
Ⅱ
Ⅱ
グ
レ
ザ
ン
ド
・
ベ
ジ
ャ
ー
ル
、
父
、
亡
ジ
ョ
ゼ
ー
フ
・
ペ
ジ
ャ
ー
ル
、
母
、
マ
リ
１
．
エ
ル
グ
ご

こ
れ
に
よ
っ
て
見
れ
ば
、
ア
ル
マ
ン
ド
は
明
か
に
マ
ド
レ
ー
ヌ
の
妹
で
あ
る
。
こ
れ
は
正
に
世
人
を
あ
つ
と
い
は
せ
る
に
足
る
重
大
な

る
新
發
見
で
あ
っ
た
。
、
、

、

、

次
で
一
八
六
三
年
に
、
ス
ー
リ
エ
命
。
匡
漂
）
が
重
り
エ
ー
ル
に
開
す
る
穿
鑿
』
薄
§
、
§
、
崎
・
ミ
ミ
。
辱
愚
を
出
し
、
多
數
の
文
献

Ｊ
１

を
發
表
し
た
。
そ
の
中
に
は
モ
リ
エ
ー
ル
の
結
婚
契
約
書
も
あ
る
し
、
ま
た
一
六
四
三
年
三
月
十
日
附
の
非
常
に
有
益
か
つ
興
味
深
き

詞
の
昌
目
障
鼻
５
昌
号
旨
鯉
口
の
国
閏
く
⑪
９
月
い
、
ぃ
目
冒
昌
ぃ
シ
旨
い
ロ
ｎ
８
い
い
５
回
：
］
○
い
の
嘗
閑
冠
鼻
庁
屋
Ｈ
協
同
①
（
マ
リ
ー
・
エ
ル
ヴ
ェ
が
そ
の
子

も

口

供
等
の
鴬
に
、
子
供
等
の
父
ジ
ョ
ゼ
ー
フ
・
ベ
ジ
ャ
ー
ル
の
相
綾
を
放
棄
す
る
證
書
）
な
る
公
文
書
が
あ
る
の
で
あ
る
。
（
メ
ー
ナ
ー
ル
の
第

ウ

四
七
一
頁
に
郷
減
す
。
）
と
の
文
書
の
中
に
次
の
如
き
一
節
が
あ
る
。
、

〔
諒
崗
巨
昌
奇
⑦
庁
〔
ｇ
』
〕
①
旨
①
』

（
故
人
と
彼
女
と
の
未
成
年
の
子
供
達
、
ジ
ョ
ゼ
ー
フ
、
マ
ド
レ
ー
ヌ
、
ジ
坐
ヌ
ヴ
イ
エ
ー
ヴ
、
ル
イ
及
び
未
だ
洗
趨
を
受
け
ざ
る
一
人
の
幼
女
の

代
理
肌
つ
後
見
人
と
し
て
、
）

モ
リ
エ
ー
ル
の
結
蟠
三
一
三
（
三
三
○
三
）

靴

●
〃
マ
●

餌
尾
口
○
日
鼻
ｎ
ｏ
日
日
①
浄
屋
貫
旨
の
ユ
①
］
○
ｍ
の
豆
〕
や
．
シ
↑
『
四
〔
篇
庸
旨
①
画
○
①
昌
臼
官
ゆ
く
⑦
．
Ｆ
○
冒
勝
黒
屋
目
の
石
興
騨
の
昌
○
昌
一
）
四
宮
』
患
⑦
亨
曽
混
口
①
二
吋
の
邑
昌

例

」

、

’ h
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こ
の
文
脅
の
中
に
「
未
だ
洗
鯉
を
受
け
ざ
る
一
人
の
幼
女
」
と
い
ふ
の
が
ア
ル
マ
ン
ド
の
こ
と
で
あ
る
と
す
る
推
定
は
、
結
婚
證
書
、

結
嬬
契
約
課
と
照
し
合
せ
て
、
容
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ら
う
。
か
く
し
て
、
ア
ル
マ
ン
ド
が
マ
ド
レ
・
－
ヌ
の
妹
で
あ
る
と
の
事
狂

は
公
文
書
に
閥
す
る
限
り
明
白
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

／

以
上
の
如
き
公
文
書
の
渡
兄
が
從
來
行
は
れ
て
ゐ
た
幾
多
の
憶
説
と
抹
消
し
た
の
は
事
抵
で
あ
る
。
然
し
い
づ
と
の
閏
で
も
さ
う
で
あ

る
如
く
、
、
雑
而
に
記
戦
せ
ら
れ
て
あ
る
身
分
附
係
と
、
絶
對
的
の
事
疵
で
あ
る
と
偏
す
る
に
は
、
よ
ほ
ど
単
純
な
頭
を
持
つ
て
ゐ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
殊
に
娘
の
生
ん
だ
子
と
娘
の
雨
親
の
子
と
し
て
届
け
出
る
こ
と
は
、
虚
偽
申
告
の
中
で
最
も
あ
り
ふ
れ
た
場
合
で
あ
る
。

從
っ
て
如
上
の
公
文
譜
の
發
表
も
、
モ
リ
エ
ー
ル
の
生
存
中
か
ら
洲
は
■
定
説
と
な
っ
て
ゐ
た
マ
ド
レ
ー
ヌ
、
ア
ル
マ
ン
ド
母
子
説
と
、
完

全
に
克
服
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
然
し
從
來
と
異
り
、
戸
締
弾
記
城
の
事
証
を
覆
す
た
め
に
は
、
か
上
る
虚
偽
の
申
告
筵
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
っ
た
事
惰
を
誰
擴
だ
て
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
た
。

こ
の
方
面
の
諭
對
は
数
多
い
が
、
そ
の
最
も
新
し
く
、
簸
も
無
理
の
少
い
の
は
ジ
ュ
ー
ル
。
ロ
ワ
ズ
ル
ー
ル
Ｃ
巳
の
砿
Ｆ
§
骨
員
）
の

「
モ
リ
エ
ー
ル
の
生
涯
に
於
け
る
暖
昧
な
る
諸
鮎
』
蒔
匂
、
ミ
ミ
勤
、
茸
。
§
匂
鳥
冒
菖
鳴
鳥
筥
。
爵
鳶
（
晶
弓
）
に
於
け
る
論
で
あ
る
。

即
ち
マ
ド
レ
ー
ヌ
は
か
ね
て
ド
・
モ
デ
ー
ヌ
氏
な
る
ア
ヴ
ィ
ニ
”
ン
の
愛
族
と
棚
係
が
あ
り
，
既
に
一
六
三
八
年
に
フ
ラ
ン
ソ
ワ
ー
ズ
な
る

女
子
と
生
ん
で
ゐ
る
が
、
そ
の
後
ド
・
モ
デ
ー
ヌ
と
別
れ
た
後
も
、
彼
の
側
室
角
ｇ
ｏ
屋
い
①
Ｑ
の
旨
冒
凶
旨
鴇
屋
目
の
）
た
る
こ
と
莚
望
ん

で
ゐ
た
。
（
ド
宅
デ
ー
ヌ
に
は
正
室
あ
り
。
）
然
る
に
ニ
ハ
四
四
年
頃
、
マ
ド
レ
ー
ヌ
は
南
佛
プ
ロ
ヴ
γ
ン
ス
州
の
あ
る
地
で
、
更
に
一
女

も

と
生
み
落
し
た
が
、
こ
の
こ
と
が
ド
・
モ
デ
ー
ヌ
に
知
れ
る
と
、
そ
の
不
貞
が
暴
露
す
る
こ
と
に
な
り
、
彼
と
の
縁
が
切
れ
る
恐
れ
が
あ

っ
た
の
で
、
さ
て
と
そ
母
の
マ
リ
ー
・
エ
ル
ヴ
ェ
が
我
が
子
と
し
て
入
籍
し
た
の
で
あ
る
と
。

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

’
。
，
巾
吊
１
１
４

１
１ 、ノ

－
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こ
の
識
は
正
確
な
る
事
査
に
基
く
も
の
で
あ
っ
て
、
ど
こ
と
い
っ
て
反
證
を
あ
げ
て
駁
す
べ
き
と
こ
ろ
を
持
つ
て
ゐ
な
い
が
、
そ
れ
だ

、

け
に
力
弱
く
、
軍
な
る
憶
説
の
域
を
出
で
な
い
。
‐

●

タ

ゴ

そ
こ
で
そ
の
後
の
モ
リ
エ
ー
ル
評
傳
家
達
の
意
見
は
如
何
と
い
ふ
に
、
ミ
シ
。
－
の
調
禿
に
よ
れ
ば
大
略
次
の
如
く
で
あ
る
。

ア
ル
マ
ン
ド
は
マ
ド
レ
ー
ヌ
の
娘
で
あ
り
、
戸
籍
面
の
み
妹
と
な
っ
て
居
る
も
の
で
あ
る
と
信
ず
る
尺
令
。

〃
、
“

ぼ
く
鼻
”
図
旨
。
ご
片
曾
、
ミ
ミ
ヘ
陶
恥
９
曽
登
§
ミ
偽
．
（
こ
れ
は
前
記
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
發
行
の
脹
名
の
珊
子
の
内
容
を
、
リ
ヴ
ェ
ー
が

Ｐ

一
八
七
六
年
に
赫
刻
せ
し
も
の
。
そ
の
書
の
序
に
於
け
る
リ
ヴ
ェ
ー
の
所
論
。
）

〆
・
国
⑦
Ｈ
雇
い
境
Ｑ
冒
昌
”
品
『
。
ご
廷
、
尉
乞
里
豈
へ
、
固
き
吟
赴
蓑
恥
【
で
、
弓
』
急
智
苛
．

■

、

”
樺
困
巳
麺
皇
ミ
ミ
彫
尽
．

、

伊
具
愚
月
”
蜀
偽
昌
蝿
鳥
』
Ｑ
ミ
陶
々
ご
Ｓ
Ｉ
強

．
ｂ
○
口
ロ
騨
胃
ミ
ミ
津
・
儲
．

そ
の
他
”

］
巳
の
、
Ｆ
昌
肖
曙
の
も
こ
の
憶
説
を
嫌
っ
て
は
ゐ
な
い
や
う
で
あ
る
。
ぐ
。
ミ
ミ
ミ
ミ
匂
口
さ
ミ
匂
．
扁
冒
宮
．
畠
麗
・
）
‐

Ｊ

閻
昌
三
の
ｍ
ｇ
ａ
も
こ
の
意
見
に
傾
い
て
ゐ
る
。

Ｅ
８
員
も
こ
の
方
で
あ
る
が
、
彼
は
「
結
論
し
な
い
の
が
妓
も
學
問
的
の
態
度
で
あ
る
」
と
宣
言
し
て
ゐ
る
。

●

こ
れ
に
反
し
、
公
正
證
書
を
信
じ
、
ア
ル
マ
ン
ド
を
マ
ド
レ
ー
ヌ
の
妹
で
あ
る
と
信
ず
る
人
糞
は
、

○
勝
８
巨
屯
陣
再
勝
“
討
鴎
ミ
い
、
忌
愚
賞
へ
、
や
幸
色
○
員
］
電
算

もモ
リ
エ
ー
ル
の
結
婚
三
一
五
害
三
一
○
五
）

4

H

里



｜
ｌ
ｊ

｢I
手

１
０

等
の
人
糞
で
あ
る
。

さ
て
ミ
シ
ョ
ー
は
、
最
後
に
自
分
の
意
見
を
述
べ
て
ゐ
る
。
そ
れ
在
要
約
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

問
題
は
未
解
決
の
ま
典
で
あ
る
。
そ
し
垂
一
ろ
の
要
鮎
を
含
ん
で
ゐ
る
。

一
、
ア
ル
マ
ン
ド
は
マ
ド
レ
ー
ヌ
の
妹
か
娘
か
。

二
、
娘
と
す
れ
ば
フ
ラ
ン
ソ
ワ
ー
ズ
（
ド
・
モ
デ
ー
ヌ
の
女
）
か
、
そ
の
妹
か
。

三
、
フ
ラ
ン
ソ
ワ
ー
ズ
の
妹
と
す
れ
ば
、
父
は
モ
リ
エ
ー
ル
か
。

余
は
こ
の
問
題
を
検
討
す
る
に
當
り
、
次
の
諸
事
項
は
錐
槻
す
る
。

一
、
感
情
的
諭
擦
、
例
へ
ぱ
一
‐
モ
リ
エ
ー
ル
が
か
く
か
く
の
こ
と
を
爲
し
得
た
と
考
へ
る
の
は
脈
で
あ
る
」
と
か
、
「
モ
リ
エ
ー
ル
は

か
く
か
く
の
こ
と
は
爲
し
得
な
い
」
と
い
ふ
如
き
。

二
、
グ
リ
マ
レ
い
‐
の
諺
一
言
◎
そ
の
内
容
は
一
糞
公
文
書
に
よ
つ
一
て
覆
さ
れ
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
一
の
小
説
に
す
ぎ
な
い
。

三
。
小
冊
子
作
者
（
田
四
日
嘗
尿
目
恩
）
達
の
攻
撃
。
モ
ン
フ
ル
ー
リ
ー
の
請
願
書
、
『
エ
ロ
ミ
ー
ル
Ｑ
リ
ィ
ポ
コ
ン
ド
ル
」
、
『
有
名
な
る

女
優
』
、
ギ
シ
ャ
ー
ル
の
請
願
書
等
。
、

四
、
論
擴
薄
弱
な
る
議
論
、
例
一
へ
ぱ
、

Ｉ
テ
エ
‐
ル
鳥
蕊
霞
嘆
驚
結
騨
あ
提
．
ｌ
か
興
る
事
篤
し
．
何
等
異
篭
る
こ
と
無
し
．

K

丈
・
學
研
究
弟
二
十
七
枇

伊
○
口
耐
シ
●
［
Ｏ
宮
口
ロ
叩
弓
融
、
餌
、
の
ロ
③
骨
、
小
口
騨
冒
ロ
ユ
①
字
目
。
』
瀞
粍
①
．

Ｆ
四
時
崎
○
巨
冒
の
汀
偏
園
、
。
ご
亀
へ
忌
恥
へ
幹
』
ミ
ミ
勵
雷
、
魚
．

､

回 一

二

六

つ
一

一

一

○

六
一

１
．
．
，
口
陛
口
『

円
』

I

－



|－
， 、
、

ノ

ｌ
ラ
・
グ
ラ
ン
ジ
ュ
（
厨
○
国
長
の
）
が
そ
の
記
録
の
中
で
ア
ル
マ
ン
ド
の
雨
親
の
名
を
記
さ
瞳
り
し
。
ｌ
何
等
不
思
議
な
し
。

ｌ
モ
リ
エ
ー
ル
の
側
近
者
達
は
眞
相
莚
知
っ
て
ゐ
た
。
Ｉ
信
じ
難
し
。
、

ｌ
ジ
ュ
ヌ
ヴ
皇
－
ヴ
・
ベ
ジ
ャ
ー
ル
の
み
が
ア
ル
マ
ン
ド
の
結
婚
の
契
約
に
も
、
式
に
も
参
列
せ
ず
。
ｌ
推
定
に
過
ぎ
ず
。
ま
た

出
席
せ
ざ
り
し
と
せ
ば
相
営
の
理
由
あ
り
し
な
ら
ん
。

Ｉ
ア
ル
マ
ン
ド
が
常
に
四
つ
の
名
前
（
冑
冒
騨
且
。
‐
Ｑ
骨
の
尚
陦
鯉
胃
吾
扁
満
鼻
）
を
署
名
せ
し
と
と
。
ｌ
何
等
不
思
議
な
し
。

ｌ
ド
、
モ
デ
ー
ヌ
が
モ
リ
エ
ー
ル
の
第
二
子
の
名
親
と
な
り
し
と
と
。
ｌ
不
思
議
な
し
。

Ｉ
モ
リ
エ
ー
ル
の
多
く
の
戯
曲
に
於
て
、
子
供
の
身
分
の
鍵
吏
が
取
扱
は
れ
て
ゐ
る
。
‐
ｌ
か
典
る
論
擦
は
む
し
ろ
滑
稽
な
り
。

以
上
の
諸
項
症
除
く
時
、
残
る
問
題
は
次
の
六
つ
に
歸
着
す
る
。

一
、
モ
リ
エ
ー
ル
の
沈
黙
。

二
、
ボ
ワ
ロ
ー
の
證
言
。

三
、
マ
リ
ー
・
エ
ル
ヴ
ェ
の
川
産
の
年
齢
。

Ｗ
、
マ
ル
マ
ン
ド
の
嫁
養
の
盟
術
な
り
し
と
と
。

五
、
マ
ド
レ
ー
ヌ
の
ア
ル
マ
ン
ド
に
對
す
る
母
性
愛
。

六
、
一
六
四
三
年
の
相
綾
放
棄
の
公
文
書
に
見
出
さ
れ
る
Ｌ
疑
鮎
。

ｒ

ミ
シ
ョ
ー
は
こ
の
六
つ
の
問
題
を
一
つ
一
つ
検
閲
し
て
ゐ
る
。

一
、
モ
リ
エ
ー
ル
は
何
故
に
、
多
く
の
非
難
に
對
し
公
開
的
に
涛
駁
淀
し
な
か
っ
た
か
。
例
へ
ぱ
結
婚
證
書
を
友
人
の
一
人
に
談
ま
せ

モ
リ
エ
Ｉ
ル
の
紡
好
二
一
七
二
三
○
七
）

4

ノ
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－ ノ

I
＄

I

、

、

文
畢
研
究
第
二
十
七
岬
一
二
八
．
（
一
二
一
○
八
）
・

る
等
の
方
法
を
と
ら
な
か
っ
た
か
．
ｌ
こ
れ
に
對
し
て
は
モ
リ
ェ
‐
ル
は
『
ヴ
応
サ
ィ
ュ
の
即
興
」
の
中
で
立
派
に
答
へ
て
ゐ
る
。

「
澱
俵
に
も
限
度
が
あ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
あ
る
極
の
事
柄
は
槻
客
と
笑
は
せ
も
し
な
け
れ
ば
、
話
題
の
本
人
と
笑
は
せ
も
し
な
い
。

私
の
作
品
や
、
私
の
顔
や
、
私
の
身
振
り
や
、
私
の
言
葉
や
、
私
の
馨
音
や
、
私
の
口
跡
や
、
そ
ん
な
も
の
を
彼
等
が
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
な
ち
ば
、
そ
れ
を
何
に
し
よ
う
と
、
何
註
言
は
う
と
私
は
快
く
放
任
し
て
お
く
。
そ
ん
な
こ
と
に
私
は
決
し
て
反
對
す
る

も
の
で
は
な
い
し
、
そ
れ
で
泄
間
を
稗
ぱ
す
と
と
が
で
き
た
ら
大
浦
足
に
恩
ふ
だ
ら
う
和
然
し
そ
ん
な
事
柄
を
彼
等
に
放
任
す
る
代
り

に
は
、
彼
等
は
そ
の
他
の
事
は
私
に
残
し
て
く
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
現
に
彼
等
が
そ
の
喜
劇
の
中
で
私
遊
攻
準
し
て
ゐ
る
と
い
ふ
話
の

事
柄
な
ど
に
は
鯛
れ
な
い
で
く
れ
る
べ
き
だ
。
と
の
こ
と
と
私
は
彼
等
の
篤
に
お
せ
っ
か
い
に
も
筆
を
お
と
り
な
さ
る
あ
の
澱
俵
正
し

い
紳
士
に
、
恭
し
く
歎
願
す
る
つ
も
り
で
あ
り
、
こ
れ
が
彼
等
が
私
か
ら
受
け
る
一
切
の
返
事
で
あ
る
。
」
（
第
六
景
。
）

と
の
種
の
攻
撃
に
對
し
、
公
正
證
害
が
大
な
る
威
力
が
あ
る
と
老
へ
る
の
は
単
純
す
ぎ
る
。
そ
の
上
モ
リ
エ
ー
ル
が
鑿
を
大
に
し
て
陳

糯
す
る
こ
と
は
、
マ
ド
レ
ー
ヌ
の
過
去
と
白
日
に
さ
ら
す
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
問
題
淀
で
き
る
だ
け
稚
便
に
操
み
消
さ
う
と
努
め
た
モ
リ

エ
ー
ル
の
態
度
は
稲
読
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
。

ノ

ー
、
ポ
ワ
ロ
ー
の
證
言
は
一
見
し
た
と
こ
ろ
決
定
的
の
や
う
に
見
え
る
。
Ｉ
然
し
ょ
し
ん
ぱ
ボ
ワ
画
ｌ
が
ブ
ロ
セ
ッ
ト
に
あ
の
言
葉

を
述
・
へ
た
と
い
ふ
事
症
が
證
明
せ
ら
れ
た
と
し
て
も
、
問
題
は
決
定
せ
ら
れ
て
ゐ
な
い
。
ポ
ワ
ロ
ー
が
さ
う
信
じ
た
と
い
ふ
の
み
で
あ
っ

て
、
彼
が
反
相
を
知
っ
て
ゐ
た
と
い
ふ
と
と
に
は
な
ら
な
い
。
そ
の
上
ポ
ワ
ロ
ー
が
果
し
て
さ
う
言
っ
た
か
否
か
確
か
で
は
な
い
ｂ
プ
ロ

セ
ッ
ト
が
聞
き
達
へ
た
か
も
知
れ
な
い
し
、
ま
た
聞
き
達
へ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
自
分
の
信
じ
て
ゐ
た
通
り
に
書
き
直
し
た
か
も
知
れ

な
い
。

〃
、

Ｉ
Ｉ
１
ｌ
ｌ
ｌ
７
４
Ｊ
ｌ
Ｊ
ｌ
１

！ ｜

少

、



一

ダ

ノ

ｂ

三
、
公
正
證
明
の
記
絞
に
拘
ら
ず
、
マ
リ
ー
・
エ
ル
ヴ
ェ
か
ア
ル
マ
ン
ド
を
生
ん
だ
と
し
て
は
あ
ま
り
に
年
を
と
り
す
ぎ
て
ゐ
る
Ｃ
１
１

マ
リ
ー
・
エ
ル
ヴ
ェ
の
死
亡
し
た
の
は
三
ハ
七
○
年
一
月
三
日
で
、
八
十
歳
で
あ
っ
た
と
い
ふ
の
が
死
亡
證
書
の
記
載
で
あ
る
。
然
し
彼
女

ク

の
墓
碑
銘
に
よ
れ
ば
七
十
五
歳
と
な
っ
て
ゐ
る
。
他
方
ア
ル
マ
ン
ド
の
生
れ
た
の
は
相
綾
放
棄
の
公
文
書
か
ら
見
て
ニ
ハ
山
三
年
三
月
十

日
よ
り
前
で
あ
る
こ
と
は
間
逹
ひ
が
な
い
。
然
ら
ば
マ
リ
ー
・
エ
ル
ヴ
ェ
は
五
十
二
族
乃
至
四
十
七
歳
で
子
供
莚
生
ん
だ
こ
と
比
な
る
。
こ

れ
は
普
通
で
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
全
く
前
例
の
無
い
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
も
着
岸
に
よ
れ
ば
、
マ
リ
ー
・
エ
ル
ヴ
ェ
は
一
六
三

二
年
と
一
六
三
九
年
と
に
も
分
娩
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

四
、
モ
リ
エ
ー
ル
の
結
婚
契
約
書
に
よ
れ
ば
、
ア
ル
マ
ン
ド
は
一
萬
リ
ー
ヴ
ル
・
ツ
ル
ノ
ワ
の
婚
賓
を
持
参
し
て
ゐ
る
。
マ
リ
１
エ
ル

ヴ
ェ
に
こ
れ
ほ
ど
の
金
が
あ
っ
た
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
マ
ド
レ
ー
ヌ
が
名
前
莚
出
さ
す
に
與
へ
た
も
の
と
考
へ
な
け
れ
ば
な
ら

な
賂
Ｉ
な
る
ほ
ど
母
親
に
は
そ
ん
な
財
産
は
無
か
っ
た
と
考
へ
る
ぺ
き
で
あ
ら
う
。
が
そ
れ
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
世
ち
に
マ
ド
レ
ー

ヌ
の
賜
物
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
か
上
る
場
合
に
よ
く
あ
る
如
く
、
夫
た
る
モ
リ
エ
ー
ル
が
愛
す
る
新
妻
の
蝿
に
設
定
し
て
や

っ
た
仮
想
婚
資
で
あ
っ
た
と
み
る
方
が
更
に
安
柑
で
あ
る
。

、
五
、
よ
し
ん
ぱ
ま
た
こ
の
婚
姿
が
マ
ド
レ
ー
ヌ
の
蛎
物
で
あ
っ
た
と
仮
定
し
て
も
、
ま
た
彼
女
が
遡
言
状
で
ア
ル
マ
ン
ド
駐
包
括
受
贈

背
と
定
め
た
事
変
、
ま
た
彼
女
が
胃
幽
目
の
と
い
ふ
珍
奇
な
名
前
を
一
ノ
ル
マ
ン
ド
に
與
へ
た
事
変
、
ま
た
姿
が
ア
ル
マ
ン
ド
と
モ
リ

エ
ー
ル
と
の
間
に
生
れ
た
子
供
の
名
親
と
な
っ
た
事
籏
、
こ
れ
等
の
す
今
へ
て
の
事
武
か
ら
マ
ド
レ
ー
ヌ
が
ア
ル
マ
ン
ド
の
母
で
あ
っ
た
と

の
結
論
が
出
て
く
る
も
の
で
は
な
い
。
朋
人
が
姉
妹
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
と
の
や
う
な
こ
と
は
起
り
得
る
も
の
で
あ
る
。

六
、
一
六
川
三
年
、
三
月
十
日
附
の
、
マ
リ
ー
・
エ
ル
ヴ
ェ
が
そ
の
子
供
達
の
篤
に
亡
夫
の
祁
綾
財
産
を
放
棄
し
た
読
書
は
、
ア
ル
マ
ン

モ
リ
エ
ー
ル
の
結
嬬
。
．
一
二
九
（
一
二
一
○
九
）

4
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ｌ
ｌ
Ｉ
Ｌ
ト
ー
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｒ
Ｉ
ｌ
ｌ
１
ｌ
Ｉ
１
１

P

、

可

丈
：
躍
・
研
究
第
二
十
七
職
一
三
○
二
二
二
○
）

ド
が
マ
リ
ー
・
エ
ル
ヴ
ェ
の
女
で
あ
る
こ
と
を
論
す
る
亜
要
な
る
公
正
證
書
で
あ
る
が
、
こ
の
澄
書
の
内
容
に
多
く
の
疑
鮎
が
児
ら
ろ
ｋ
と

と
は
、
ア
ル
マ
ン
ド
の
身
分
を
糊
塗
し
よ
う
と
し
た
結
果
で
は
な
い
か
。
即
ち
視
族
禽
識
の
附
成
員
の
中
に
親
族
が
一
人
し
か
居
な
い
こ

と
、
そ
の
親
族
が
後
見
監
督
人
（
の
屋
胃
。
胸
小
‐
再
三
の
目
）
に
な
っ
て
居
ら
ぬ
こ
と
、
等
は
税
額
の
人
糞
が
こ
の
件
に
淡
く
開
與
す
る
こ
と
を

拒
ん
だ
結
果
で
は
な
い
か
。
ま
た
マ
ド
レ
ー
ヌ
又
及
び
ジ
ョ
ゼ
ー
フ
は
成
年
に
達
し
て
ゐ
た
筈
で
あ
る
の
に
、
一
律
に
他
の
子
供
逹
と
一
緒

に
未
成
年
の
扱
ひ
を
受
け
て
ゐ
る
の
は
、
成
年
で
あ
れ
ば
餅
然
親
族
會
議
の
一
員
と
な
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
從
っ
て
こ
の
脆
偲
の
身
分
巾
告

に
つ
い
て
寓
一
發
見
の
場
合
黄
任
を
負
は
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
、
か
く
は
未
成
年
者
の
待
遇
を
與
へ
た
の
で
は
な
い
か
。
ｌ
Ｉ
か
く
の

今
。
、

如
き
議
論
は
一
つ
の
先
入
見
を
持
し
て
、
こ
れ
を
喪
害
す
る
爲
に
螺
ら
憶
測
莚
迄
う
し
た
も
の
に
外
な
ら
な
い
。
〃
マ
ド
レ
ー
ヌ
は
そ
の
倣

時
は
成
年
で
あ
っ
た
が
、
父
親
の
死
亡
の
畔
二
十
五
歳
末
減
で
あ
っ
た
と
し
た
ら
、
未
成
年
者
と
兇
倣
さ
れ
る
こ
と
も
不
思
議
で
は
な
い

（
彼
女
は
一
六
一
八
年
一
月
八
日
受
洗
し
て
ゐ
る
。
）
ま
た
ジ
ョ
ゼ
ー
フ
は
轆
頭
に
課
か
れ
て
は
ゐ
る
が
、
そ
れ
だ
が
ら
彼
が
マ
ド
レ
ー
ヌ

よ
り
年
長
で
あ
っ
た
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

》
（

｝
、
タ
ョ
ー
は
以
上
の
如
く
所
論
を
進
め
た
後
、
結
論
と
し
て
次
の
如
く
言
っ
て
ゐ
る
。

‐
結
局
、
ア
ル
マ
ン
ド
は
マ
リ
ー
・
エ
ル
ヴ
ェ
の
娘
で
あ
り
、
マ
ド
レ
ー
ヌ
の
妹
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。
公
正
證
書
が
雌
存
し
て
ゐ

る
の
で
あ
る
。
そ
の
偵
値
を
否
定
し
よ
う
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
努
力
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
水
泡
に
蹄
し
て
ゐ
る
。
ガ
ス
ト
ン
・
パ
リ
ス
が
卓

抜
に
喝
破
し
て
ゐ
る
如
く
、
「
そ
れ
は
誠
ら
し
さ
の
片
影
さ
へ
も
持
た
な
い
。
か
，
る
無
川
に
し
て
根
蝶
を
雌
け
る
憶
縦
莚
確
立
せ
ん
と

、

す
る
頑
固
さ
の
中
に
、
吾
人
は
先
入
見
の
力
弼
さ
の
一
つ
の
例
を
見
得
る
の
み
で
あ
る
。
一

以
上
が
ミ
シ
ョ
ー
の
所
論
の
要
旨
で
あ
り
、
そ
の
結
論
で
あ
る
。
ミ
シ
ョ
ー
は
ガ
ス
ト
ン
・
パ
リ
ス
と
共
に
姉
妹
説
に
左
裡
し
て
ゐ
る
。

I
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彼
は
先
に
Ⅲ
題
を
三
つ
の
要
黙
に
分
っ
て
ゐ
る
か
、
第
一
の
問
題
に
於
ヱ
ノ
ル
マ
ン
ド
を
マ
ド
レ
ー
ヌ
の
妹
と
断
定
し
た
故
に
第
二
諺

節
三
の
問
題
は
彼
に
と
っ
て
は
解
消
し
た
わ
け
で
あ
る
。

今
つ
く
ん
、
と
そ
の
推
論
の
あ
と
を
た
ど
り
、
か
つ
結
論
を
見
る
時
、
弄
人
を
納
得
せ
し
め
得
ざ
渇
何
物
か
の
あ
る
の
を
感
ず
る
。
就

中
ミ
シ
“
１
が
列
畢
し
て
ゐ
る
六
つ
の
條
項
の
中
、
第
四
、
篭
五
、
第
六
の
三
項
は
ミ
シ
ョ
ー
の
言
ふ
通
り
、
何
等
母
子
説
の
根
擴
と
な

〕

り
得
る
も
の
で
は
な
い
が
、
第
一
、
第
二
、
錐
三
の
各
攻
に
つ
い
て
は
、
ミ
シ
〃
－
の
論
を
以
て
、
完
全
に
そ
の
価
値
を
夫
へ
る
も
の
と
は

老
へ
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
モ
リ
エ
ー
ル
の
沈
獣
、
ボ
ワ
ロ
ー
の
證
言
、
マ
リ
ー
・
エ
ル
ヴ
ェ
の
出
産
年
齢
を
ミ
シ
ョ
ー
の
如
く
解
群
す
る

に
は
、
や
は
り
一
個
の
先
入
見
を
必
要
と
す
る
で
あ
ら
う
。
然
り
ミ
シ
ョ
ー
は
姉
妹
説
の
先
入
見
を
持
し
、
そ
の
結
論
に
到
達
す
る
爲
に

孜
登
と
し
て
障
碍
た
る
今
へ
き
材
料
を
一
つ
ノ
、
抹
殺
し
て
ゆ
か
う
と
し
て
ゐ
る
。
右
に
述
雪
へ
た
簸
一
、
錐
二
、
鋪
三
の
條
項
の
如
き
は
、

親
子
説
を
主
張
せ
ん
と
す
る
人
に
と
っ
て
は
、
荘
だ
有
力
な
る
諭
擦
と
な
る
に
迷
ひ
な
い
の
で
あ
る
。

畢
党
ミ
シ
．
－
の
諭
擦
は
一
六
川
三
年
三
月
十
日
の
文
詳
で
あ
る
。
（
紬
辮
契
約
書
、
結
僻
證
書
も
所
詮
こ
の
文
書
に
基
い
て
ゐ
る
に
過

ぎ
な
い
。
）
然
る
に
こ
の
文
書
に
何
等
の
疑
軸
が
存
し
な
い
こ
と
が
證
明
せ
ら
れ
た
と
し
て
も
、
ア
ル
マ
ン
ド
の
身
分
に
つ
い
て
脆
傭
の

申
告
の
あ
り
得
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
の
で
あ
る
。
マ
ド
レ
ー
ヌ
が
何
故
に
疵
子
を
母
の
子
と
し
て
届
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
、
そ

の
邪
曲
が
提
川
せ
ら
れ
得
な
い
の
が
親
子
説
の
弱
軸
で
あ
る
。
然
し
ミ
シ
ョ
ー
の
悩
川
詔
に
從
へ
ぱ
、
吾
人
の
知
ら
な
い
理
巾
が
い
く
ら

も
あ
り
得
る
の
で
あ
る
。
と
は
い
へ
汗
人
は
直
ち
に
親
子
説
に
左
裡
す
る
も
の
で
も
な
い
。
そ
れ
等
の
説
は
非
術
に
打
力
で
あ
り
、
魅
惑

的
で
さ
へ
あ
る
が
、
憶
詑
の
域
を
脱
す
べ
き
根
礁
を
雛
い
て
ゐ
る
。

ミ
シ
‐
－
は
「
モ
リ
エ
ー
ル
は
か
く
ノ
、
の
こ
と
は
な
し
得
な
い
」
と
い
ふ
如
き
諭
隙
逓
感
怖
的
伽
擁
を
し
て
無
脱
す
る
斤
穴
併
し
、

モ
リ
‐
エ
ー
ル
の
結
蟠
二
一
二
・
二
三
二
二

4'
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文
學
軒
究
第
二
十
七
稗
二
一
三
言
三
二
二
）

「
最
も
正
し
き
人
糞
も
、
凡
慨
の
爲
に
は
妓
悪
の
過
失
、
否
犯
罪
さ
へ
も
行
ひ
得
る
に
至
る
と
と
淀
認
め
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
」
（
時
匂

、
静
ミ
匂
鳥
ミ
ミ
ミ
》
で
．
〕
餅
・
）
と
論
断
し
て
ゐ
る
。
な
る
ほ
ど
凡
悩
の
導
く
と
こ
ろ
、
人
は
一
時
的
熱
狂
の
爲
に
過
失
、
犯
罪
を
犯
す

こ
と
は
認
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
然
し
過
失
に
も
種
類
が
あ
る
、
ま
た
犯
罪
は
犯
し
て
も
過
失
は
犯
さ
な
い
こ
と
も
あ
る
。
モ
リ
エ
ー

ル
が
我
が
子
と
知
り
つ
凶
ア
ル
マ
ン
ド
を
妻
と
し
、
公
然
と
親
戚
知
人
立
會
の
下
に
結
婚
し
、
十
年
の
久
し
き
に
亘
り
同
棲
し
た
と
い
ふ

や
う
な
こ
と
は
、
如
何
に
反
對
の
證
擦
が
存
在
し
な
い
と
い
っ
て
も
、
吾
人
の
考
へ
得
ざ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
種
の
問
題
に
開
し
て

は
ミ
ど
－
の
所
謂
感
附
的
諭
蝶
が
大
い
に
有
力
で
あ
る
と
偏
歩
る
。
故
に
問
題
は
ア
ル
マ
ン
ド
が
マ
ド
レ
ー
ヌ
の
妹
で
あ
る
か
、
そ
れ

と
も
モ
リ
エ
ー
ル
以
外
の
何
人
か
を
父
と
す
る
マ
ド
レ
ー
ヌ
の
女
で
あ
る
か
、
に
限
ら
れ
る
。
（
モ
リ
エ
ー
ル
が
父
で
あ
っ
た
か
否
か
の

問
題
に
つ
い
て
は
、
モ
リ
エ
ー
ル
が
結
婚
し
た
と
い
ふ
事
淀
が
、
絶
對
の
反
證
で
あ
る
。
）
而
し
て
こ
の
問
題
は
も
は
や
永
久
の
謎
と
し

、
一

℃
礎
さ
れ
る
ほ
か
は
無
い
で
あ
ら
う
。
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